
１．平成23年度検定・検査関係告示等の制定、改定等

　(1) 動物用生物学的製剤基準の一部改正

H23.5.11　農林水産省告示第939号

ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）ワクチン（組換え型）

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 豚コレラ生ワクチン(シード)

② 豚オーエスキー病（gI－，tk－）生ワクチン(シード)

③ 豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用）(シード)

④ 豚流行性下痢生ワクチン(シード)

⑤ 豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン(シード)

⑥ 豚丹毒生ワクチン(シード)

⑦ 豚大腸菌性下痢症（K88ab・K88ac・K99・987P保有全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチン

(シード)

⑧ ヘモフィルス・パラスイス（2・5型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン(シード)

⑨ 鶏痘生ワクチン(シード)

⑩
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大ひな用）(シード)

⑪ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用中等毒）(シード)

⑫ 鶏脳脊髄炎生ワクチン(シード)

⑬
ジステンパー・犬アデノウイルス（2型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染

症・犬コロナウイルス感染症混合ワクチン(シード)

⑭ ジステンパー・犬アデノウイルス（2型）感染症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染

症・犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン(シード)

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

Ⅰ　品質等の確保

企画連絡に関する事項
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H23.10.4　農林水産省告示第1911号

ワクチン（シードロット製剤を除く）の部

(1) 新規制定

イリドウイルス感染症・ぶりα溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

(2) 一部改正

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバント加）トキソイド（シード）

② 日本脳炎生ワクチン（シード）

③ 犬レプトスピラ病不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

H23.11.15　農林水産省告示第2266号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン

② イリドウイルス病不活化ワクチン

③ イリドウイルス病・ぶりα溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 牛ＲＳウイルス感染症生ワクチン（シード）

② 牛流行熱（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

③ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ･ムルトシダトキソイド混合（アジュバント加）ワクチン
（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし
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H24.3.13　農林水産省告示第675号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感
染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、組換え型毒素）感染症・マイコプラズマ・
ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976混合（油性アジュバント

加）不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① アカバネ病生ワクチン（シード）

② 牛流行熱・イバラキ病混合（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

③ 豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン（シード）

④ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイルス感染症混合生ワクチン（シード）

⑤ 産卵低下症候群－1976（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑥ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑦ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

⑧ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）不活化ワクチン（シ－ド）

⑨ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

⑩ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

⑪ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン（シード）

⑫ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血球減少症混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正

① ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976混合（油性アジュバント

加）不活化ワクチン（シード）

② 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン（シード）

診断液の部

該当なし
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　(2) 動物用生物学的製剤検定基準の一部改正

H23.5.11　農林水産省告示第940号

ワクチンの部

(1) 新規制定

① クロストリジウム・パーフリンゲンス（アジュバント加）トキソイド

② 鶏大腸菌症生ワクチン

(2) 一部改正

① 豚増殖性腸炎生ワクチン

② 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合（アジュバント加）
ワクチン

③ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症・豚丹毒混合（アジュバント加）不活化ワクチン

④ 豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ病（イクテロヘモラジー・カニコーラ・グリッポ
チフォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポモナ）混合（アジュバント・油性アジュバント加）不活
化ワクチン

⑤ ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）ワクチン（組換え型）

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

豚コレラ生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

H23.7.15　農林水産省告示第1349号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

② 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティス・サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・
ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし
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H23.10.4　農林水産省告示第1912号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

イリドウイルス感染症・ぶりα溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部
(1) 新規制定

① 日本脳炎生ワクチン（シード）

② 豚ストレプトコッカス・スイス（２型）感染症（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

H23.11.15　農林水産省告示第2267号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

① アカバネ病・イバラキ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症・ピートンウイルス感染症混合（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感染症（１型部分精製・無毒化毒素）・豚丹毒混合
（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢―粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感

染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

② マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン

③ イリドウイルス病不活化ワクチン

④ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・類結節症混合(油性アジュバント加)不活化ワクチン

⑤ イリドウイルス病・ぶりα溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

⑥ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワクチン（油性アジュバント加溶解用液）（シード）

②  豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合（アジュバント加）

ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし
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H23.12.8　農林水産省告示第2336号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

① 破傷風（アジュバント加）トキソイド

② 馬インフルエンザ不活化ワクチン

③ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント加溶解用液）

④ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

⑥ ゲタウイルス感染症不活化ワクチン

⑦ 日本脳炎精製不活化ワクチン

⑧ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン

⑨ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

⑩ 狂犬病組織培養不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

該当なし

診断液の部

該当なし

H24.3.13　農林水産省告示第676号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正

① 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感
染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、組換え型毒素）感染症・マイコプラズマ・
ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイルス感染症混合生ワクチン（シード）

② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

③ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）
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⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン（シード）

⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976混合（油性アジュバント

加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部
(1) 新規制定

該当なし

(2) 一部改正
オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇＩ抗体識別用酵素抗体反応キット（抗原吸着・ペルオキシ
ダーゼ標識抗体）

(3)

H23.5.11　農林水産省告示第941号

ワクチンの部

(1) 新規制定

① クロストリジウム・パーフリンゲンス（アジュバント加）トキソイド

② 鶏大腸菌症生ワクチン

(2) 一部改正

豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ病（イクテロヘモラジー・カニコーラ・グリッポ
チフォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポモナ）混合（アジュバント・油性アジュバント加）不活
化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

豚コレラ生ワクチン（シード）

(2) 一部改正

該当なし

診断液の部

該当なし

H23.7.15　農林水産省告示第1350号

ワクチンの部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

② 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティス・サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・
ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし

「動物用医薬品の検定手数料並びに試験品及び出願者の保存用品として抜き取らせるべき数量を定め
る等の件」の一部改正
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H23.10.4　農林水産省告示第1913号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① 日本脳炎生ワクチン（シード）

② 豚ストレプトコッカス・スイス（２型）感染症（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし

H23.11.15　農林水産省告示第2268号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定

① アカバネ病・イバラキ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症・ピートンウイルス感染症混合（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

② 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感染症（１型部分精製・無毒化毒素）・豚丹毒混合
（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

(2) 一部改正

① マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化
ワクチン

② イリドウイルス病不活化ワクチン

③ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

④ イリドウイルス病・ぶりα溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワクチン（油性アジュバント加溶解用液）（シード）

②  豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲンストキソイド混合（アジュバント加）

ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし

H23.12.8　農林水産省告示第2337号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定
該当なし
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(2) 一部改正
① 破傷風（アジュバント加）トキソイド

② 馬インフルエンザ不活化ワクチン

③ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント加溶解用液）

④ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

⑥ ゲタウイルス感染症不活化ワクチン

⑦ 日本脳炎精製不活化ワクチン

⑧ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン

⑨ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

⑩ 狂犬病組織培養不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

該当なし

診断液の部

該当なし

H24.3.13　農林水産省告示第677号

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感
染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイルス感染症混合生ワクチン（シード）

② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

③ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン（シード）

⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976混合（油性アジュバント

加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし
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(4)

H23.5.11　22消安第10146号 農林水産省消費･安全局長通知

ワクチンの部

(1) 新規制定
① クロストリジウム・パーフリンゲンス（アジュバント加）トキソイド
② 鶏大腸菌症生ワクチン

(2) 一部改正
豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ病（イクテロヘモラジー・カニコーラ・グリッポ
チフォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポモナ）混合（アジュバント・油性アジュバント加）不活
化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
豚コレラ生ワクチン（シード）

診断液の部

該当なし

H23.7.15　23消安第1670号 農林水産省消費･安全局長通知

ワクチンの部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）

② 鶏サルモネラ症（サルモネラ・インファンティス・サルモネラ・エンテリティディス・サルモネラ・
ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし

H23.10.4　23消安第3071号 農林水産省消費･安全局長通知

ワクチン（シードロット製剤を除く。）の部

該当なし

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定

① 日本脳炎生ワクチン（シード）

② 豚ストレプトコッカス・スイス（２型）感染症（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし

「薬事法関係事務の取扱いについて」別表2(動物用医薬品の検定に関する標準処理期間）の一部改正
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H23.12.8　23消安第4267号 農林水産省消費･安全局長通知

ワクチンの部

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
① 破傷風（アジュバント加）トキソイド

② 馬インフルエンザ不活化ワクチン

③ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント加溶解用液）

④ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン

⑤ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

⑥ ゲタウイルス感染症不活化ワクチン

⑦ 日本脳炎精製不活化ワクチン

⑧ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン

⑨ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

⑩ 狂犬病組織培養不活化ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

該当なし

診断液の部

該当なし

H24.3.13　23消安第5180号 農林水産省消費･安全局長通知

ワクチンの部

(1) 新規制定
該当なし

(2) 一部改正
牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感
染症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

ワクチン（シードロット製剤）の部

(1) 新規制定
① 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイルス感染症混合生ワクチン（シード）

② ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

③ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

④ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

⑤ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン（シード）

⑥ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群－1976混合（油性アジュバント

加）不活化ワクチン（シード）

(2) 一部改正
該当なし

診断液の部

該当なし
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抗豚コレラウイルスＧＰＥ－ モノクローナル抗体 0 1

参照狂犬病組織培養不活化ワクチン 100 50

参照鶏伝染性コリーザ（Ａ型）赤血球凝集抗原用陽性血清 0 15

参照鶏伝染性コリーザ（Ｃ型）赤血球凝集抗原用陽性血清 0 10

家畜衛生微生物株 12 20

112 96

3 2

常用標準アモキシシリン 1 2

常用標準アンピシリン 7 7

常用標準エリスロマイシン 5 1

常用標準オキシテトラサイクリン 11 10

常用標準カナマイシン 1 2

常用標準クロルテトラサイクリン 1 1

常用標準コリスチン 3 4

常用標準酢酸イソ吉草酸タイロシン 4 2

常用標準ジヒドロストレプトマイシン 3 8

常用標準ストレプトマイシン 2 6

常用標準セファゾリン 2 1

常用標準セファピリン 0 1

常用標準セファロニウム 1 2

常用標準セフチオフル 0 1

常用標準セフロキシム 1 2

常用標準タイロシン 6 6

常用標準チアムリン 3 6

常用標準チオストレプトン 1 0

常用標準ドキシサイクリン 2 3

常用標準バルネムリン 1 0

常用標準フラジオマイシン 3 4

常用標準ペニシリン 2 3

常用標準ホスホマイシン 1 1

常用標準メシリナム 2 1

常用標準リンコマイシン 4 6

67 80

182 178

平成22年度 平成23年度

　毒 菌 株 等

小　　　　　　　　　　　　計

　抗生物質検定用試験菌株

　常用標準品

小　　　　　　　　　　　　計

合　　　　　　　　　　　　計

２．平成23年度標準製剤等の配布本数

標　準　製　剤　等
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合格 不合格

件数 件数

血　　　清

・ 破傷風抗毒素 1 21,510 mL

小　　計 1 0

ワクチン

・ アカバネ病生ワクチン 3 207,870 dose

・ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（Ｃ・Ｄ型）感染症（ア
ジュバント加）トキソイド（シード）

1 41,080 mL

・ イバラキ病生ワクチン 1 35,490 dose

・ 牛ＲＳウイルス感染症生ワクチン 1 41,660 dose

・ 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 1 61,400 mL

・ 牛伝染性鼻気管炎生ワクチン 1 122,330 dose

・ 牛流行熱・イバラキ病混合（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 142,560 mL

・ アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症混合（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

5 1,017,375 mL

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パライン
フルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症混合生ワクチン

1 41,485 dose

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラ
インフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

5 1,257,660 mL

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛パライン
フルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛アデノウイルス感染
症混合生ワクチン

8 1,131,865 dose

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２価・牛パラ
インフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛アデノウイルス
感染症混合ワクチン

3 396,260 dose

・ 牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９保有全菌体・ＦＹ保有全菌体・３
１Ａ保有全菌体・Ｏ７８全菌体）（アジュバント加）不活化
ワクチン

2 260,700 mL

・ 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染
症（アジュバント加）不活化ワクチン

2 174,270 mL

・ 炭疽生ワクチン（シード） 1 256,950 dose

・ マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワクチン（油
性アジュバント加溶解用液）

4 524,450 mL

・ ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナス）感染
症・パスツレラ・ムルトシダ感染症・マンヘミア・ヘモリチ
カ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 168,060 mL

・ 破傷風（アジュバント加）トキソイド 1 20,620 mL

・ 牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバント加）トキ
ソイド

2 251,680 mL

・ 牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感染症・牛大
腸菌性下痢症（Ｋ９９精製線毛抗原）混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

2 175,310 mL

・ 馬インフルエンザ不活化ワクチン 3 66,296 mL

・ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント加溶解用
液）

1 3,025 mL

不合格量 単位

３．平成23年度国家検定申請受付件数及び数量

製　剤　名 合格量

37



合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 156,740 mL

・ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチン 1 23,480 mL

・ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン 1 34,020 mL

・ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風トキソイ
ド混合（アジュバント加）ワクチン

2 48,557 mL

・ 豚コレラ生ワクチン（シード） 1 511,320 dose

・ 日本脳炎生ワクチン 2 422,690 dose

・ 日本脳炎不活化ワクチン 3 493,660 mL

・ 日本脳炎（アジュバント加）不活化ワクチン 2 616,520 mL

・ 豚インフルエンザ（アジュバント加）不活化ワクチン 2 656,600 mL

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ－）生ワクチン（酢酸トコ
フェロールアジュバント加溶解用液）

8 5,478,640 mL

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カルボキシビ
ニルポリマーアジュバント加）不活化ワクチン

8 12,334,200 mL

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（酢酸トコフェ
ロール・油性アジュバント加）不活化ワクチン

10 11,545,600 mL

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症不活化ワクチン（油性ア
ジュバント加懸濁用液）

1 287,350 mL

・ 豚伝染性胃腸炎生ワクチン（母豚用） 2 337,310 dose

・ 豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用） 1 13,280 dose

・ 豚伝染性胃腸炎（アジュバント加）不活化ワクチン 1 21,130 mL

・ 豚パルボウイルス感染症生ワクチン 2 113,080 dose

・ 豚パルボウイルス感染症不活化ワクチン 1 269,400 mL

・ 豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン 11 4,239,670 dose

・ 豚流行性下痢生ワクチン 1 60,150 dose

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症混合生ワクチン 3 672,190 dose

・ 豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン 3 327,205 dose

・ 豚丹毒生ワクチン 14 5,912,270 dose

・ 豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン 2 1,380,780 mL

・ 豚丹毒（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 3 958,640 dose

・ 豚丹毒（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチ
ン

5 3,540,000 mL

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、
組換え型毒素）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

3 2,242,900 mL

・ 豚増殖性腸炎生ワクチン 5 742,630 dose

・ 豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８ａｂ・Ｋ８８ａｃ・Ｋ９９・９８
７Ｐ保有全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチン

1 403,350 mL

・ ヘモフィルス・パラスイス（２・５型）感染症（アジュバン
ト加）不活化ワクチン

1 462,140 mL

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（アジュバント
加）不活化ワクチン

4 9,752,400 mL

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カルボキシビ
ニルポリマーアジュバント加）不活化ワクチン

3 5,716,550 mL
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合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性アジュバ
ント加）不活化ワクチン

1 1,632,800 mL

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・２・５型、
組換え型毒素）感染症・マイコプラズマ・ハイオニューモニ
エ感染混合（アジュバント加）不活化ワクチン

4 3,728,300 mL

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

1 135,060 mL

・ 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマトグラ
フィー部分精製）・豚パスツレラ症混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

2 50,550 mL

・ パスツレラ・ムルトシダ（アジュバント加）トキソイド 1 347,500 mL

・ ボルデテラ・ブロンキセプチカ・パスツレラ・ムルトシダ混
合（アジュバント加）トキソイド

4 1,645,060 mL

・ 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パーフリンゲ
ンストキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

3 717,100 mL

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソ
イド混合（アジュバント加）ワクチン

1 702,200 mL

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソ
イド混合（油性アジュバント加）ワクチン

2 663,120 mL

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシダトキソ
イド・豚丹毒不活化混合（アジュバント加）ワクチン

2 1,359,550 mL

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキソイ
ド）・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症混合（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

5 3,748,000 mL

・ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

2 1,129,800 mL

・ 豚インフルエンザ・豚パスツレラ症・マイコプラズマ・ハイ
オニューモニエ感染症混合（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

3 1,773,480 mL

・ 豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ病（イク
テロヘモラジー・カニコーラ・グリッポチフォーサ・ハー
ジョ・ブラティスラーバ・ポモナ）混合（アジュバント・油
性アジュバント加）不活化ワクチン

1 499,600 mL

・ 鶏痘生ワクチン 8 146,362,000 dose

・ 産卵低下症候群－１９７６（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

2 1,116,750 mL

・ 産卵低下症候群－１９７６（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

7 6,497,500 mL

・ 鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化ワクチン 2 1,422,500 mL

・ トリニューモウイルス感染症生ワクチン 5 63,400,000 dose

・ トリニューモウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

2 1,470,000 mL

・ トリレオウイルス感染症生ワクチン 3 1,740,000 dose

・ トリレオウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化ワク
チン

2 1,030,500 mL

・ ニューカッスル病生ワクチン 8 492,610,000 dose

・ ニューカッスル病生ワクチン（シード） 5 614,482,000

・ ニューカッスル病（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 771,000 mL

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン 8 177,976,000 dose

・ 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン 3 30,074,000 dose
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合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大ひな用） 1 21,696,000 dose

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用） 13 347,989,000 dose

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用中等毒） 4 24,973,000 dose

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（抗血清加）生ワクチン 2 31,500,000 dose

・ マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワクチン 3 27,830,000 dose

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘルペスウイ
ルス）凍結生ワクチン

2 16,940,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン 6 88,980,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチン（シー
ド）

13 396,765,000 dose

・ ニューカッスル病・マレック病（ニューカッスル病ウイルス
由来Ｆ蛋白遺伝子導入マレック病ウイルス１型）凍結生ワク
チン

1 1,780,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 943,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合（油性アジュ
バント加）不活化ワクチン

1 241,000 mL

・ 鶏脳脊髄炎・鶏痘混合生ワクチン 1 19,950,000 mL

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘルペスウイ
ルス）・鶏痘混合生ワクチン

3 41,440,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症候群－１
９７６混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 4,899,300 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブ
リキウス嚢病混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1,895,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症候群－１
９７６・トリニューモウイルス感染症混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

3 763,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群
－１９７６・トリニューモウイルス感染症混合（油性アジュ
バンド加）不活化ワクチン

0 0 3 2,221,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブ
リキウス嚢病・トリニューモウイルス感染症混合（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

1 987,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性ファブ
リキウス嚢病・トリレオウイルス感染症混合（油性アジュバ
ント加）不活化ワクチン

1 929,500 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）（油性
アジュバント加）不活化ワクチン

3 5,194,500 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス・サルモ
ネラ・ティフィムリウム）（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 868,000 mL

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディス・サルモ
ネラ・ティフィムリウム）（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

4 11,511,000 mL

・ 鶏大腸菌症（Ｏ７８全菌体破砕処理）（脂質アジュバント
加）不活化ワクチン

1 439,350 mL

・ 鶏大腸菌症（組換え型Ｆ１１線毛抗原・ベロ細胞毒性抗原）
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1,150,500 mL

・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）不活化ワ
クチン

4 5,310,000 mL

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症凍結生ワクチン 3 28,451,000 dose
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合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン 1 9,528,000 dose

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 494,000 mL

・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプ
チカム感染症混合（アジュパント・油性アジュバント加）不
活化ワクチン

4 2,242,250 mL

・ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチン 2 6,642,000 dose

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マキシマ）
混合生ワクチン

3 56,987,000 dose

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マキシマ・
ミチス）混合生ワクチン

3 23,620,000 dose

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ
（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 3,235,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ
（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 6,362,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリー
ザ（Ａ・Ｃ型）混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 3,338,250 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリー
ザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 2,901,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリー
ザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

1 2,887,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染性コリー
ザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1,608,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コリーザ
（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 3,114,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染性コリー
ザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混
合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 2,007,000 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低下症候群
－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズ
マ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

5 11,008,500 mL

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・産卵低下症候群
－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズ
マ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

4 6,181,500 mL

・ イリドウイルス病不活化ワクチン 2 1,030,000 mL

・ さけ科魚類ビブリオ病不活化ワクチン 1 2,673,000 mL

・ ひらめβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン 1 61,600 mL

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射型） 2 663,750 mL

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症（酵素処理）不活化ワクチン 1 1,213,000 mL

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 412,500 mL

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワクチン 3 852,000 mL

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・ストレプトコッカ
ス・ジスガラクチエ感染症混合不活化ワクチン

1 111,800 mL

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌・類結節症混合（油性
アジュバンド加）混合不活化ワクチン

2 429,500 mL
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合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症
混合不活化ワクチン

3 1,640,500 mL

・ 狂犬病組織培養不活化ワクチン 16 4,618,750 mL

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症混合生ワク
チン

1 31,380 dose

・ ジステンパー・犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン 1 84,830 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン

2 192,360 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬コロナウイルス
感染症混合生ワクチン

5 410,310 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬コロナウイルス
感染症混合ワクチン

4 504,240 dose

・ 犬レプトスピラ病不活化ワクチン 1 10,710 mL

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬レプトスピラ病
混合ワクチン

2 30,650 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬レプトスピラ病
（カニコーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマディス）混合ワ
クチン

2 122,340 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬コロナウイルス
感染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン

9 1,144,090 dose

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・犬パライ
ンフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・犬コロナウイルス
感染症・犬レプトスピラ病（カニコーラ・コペンハーゲ
ニー・ヘブドマディス）混合ワクチン

10 814,790 dose

・ 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 1 24,340 mL

・ 猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 30,282 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血
球減少症混合生ワクチン

7 321,100 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２価・猫汎
白血球減少症混合ワクチン

4 209,870 dose

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血
球減少症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 226,135 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎
白血球減少症・猫白血病（組換え型）混合（油性アジュバン
ト加）不活化ワクチン

2 42,435 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・猫汎白血
球減少症・猫白血病・猫クラミジア感染症混合（油性アジュ
バント加）不活化ワクチン

0 0 1 99,350 mL

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３価・猫汎
白血球減少症・猫白血病（組換え型）・猫クラミジア感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 38,870 mL

小　　計 452 4

診断液

・ 牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 2 184,800 検体
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合格 不合格

件数 件数
不合格量 単位製　剤　名 合格量

・ 牛白血病診断用酵素抗体反応キット 4 80,080 検体

・ 牛白血病診断用沈降反応抗原 1 1,582 mL

・ 牛肺疫診断用補体結合反応抗原 1 140 mL

・ ブルセラ病急速診断用菌液 1 27,780 mL

・ ブルセラ病診断用抗原固相化酵素抗体抗原反応キット 1 540 検体

・ ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 2 900 mL

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不活化マイ
コバクテリウム・フレイ菌可溶化たん白吸収剤）

3 268,560 検体

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不活化マイ
コバクテリウム・フレイ菌可溶化たん白吸収剤）（予備的検
出用）

2 202,554 検体

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（予備的検出
用）

3 644,769 検体

・ アナプラズマ病診断用補体結合反応抗原 1 130 mL

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット 11 942,480 検体

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンステップ測定
法）

4 504,000 検体

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンポット前処理
法）

4 233,184 検体

・ 馬伝染性貧血診断用沈降反応抗原 1 950 mL

・ 馬パラチフス診断用菌液 1 3,970 mL

・ オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇⅠ抗体識別用酵素抗体反
応キット（抗原吸着・ペルオキシダーゼ標識抗体）

4 239,766 検体

・ オーエスキー病診断用酵素抗体反応キット（予備的検出用） 5 117,820 検体

・ オーエスキー病診断用ラテックス凝集反応抗原 2 2,200 mL

・ 豚コレラ診断用蛍光抗体 1 2,500 検体

・ 豚コレラ診断用酵素抗体反応キット 1 30,140 検体

・ 精製鳥型ツベルクリン 1 1,385 mL

・ Ａ型インフルエンザ診断用ラテックス標識抗体反応キット 2 12,200 検体

・ Ａ型インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 3 18,460 検体

・ 鳥インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 6 181,240 検体

・ ひな白痢急速診断用菌液 1 12,540 mL

・ 犬エキノコックス症診断用ラテックス標識抗体反応キット 1 730 検体

小　　計 69 0

合計 522 4
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格

血　　　清

・ 破傷風抗毒素 1 0 0 0 1 0 1 0

・ 乾燥犬プラズマ 2 0 0 0 1 0 0 0

小　　計 3 0 0 0 2 0 1 0

ワクチン

・ アカバネ病生ワクチン 3 0 3 0 3 0 3 0

・ 牛クロストリジウム・ボツリヌス（Ｃ・Ｄ型）感染
症（アジュバント加）トキソイド（シード）

0 0 1 0 3 0 1 0

・ イバラキ病生ワクチン 1 0 0 0 1 0 1 0

・ 牛ＲＳウイルス感染症生ワクチン 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 牛コロナウイルス感染症（アジュバント加）不活化
ワクチン

- - 0 0 1 0 1 0

・ 牛コロナウイルス感染症（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ 牛伝染性鼻気管炎生ワクチン 1 0 2 0 0 0 1 0

・ 牛流行熱（アジュバント加）不活化ワクチン 1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛疫生ワクチン 1 0 0 1 0 0 0

・ 牛流行熱・イバラキ病混合（アジュバント加）不活
化ワクチン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ アカバネ病・チュウザン病・アイノウイルス感染症
混合（アジュバント加）不活化ワクチン

4 0 4 0 5 0 5 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛
パラインフルエンザ混合生ワクチン

3 0 1 0 2 0 0 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛
パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症混合生
ワクチン

1 0 0 0 1 0 1 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症
混合（アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 5 0 2 0 5 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病・牛
パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染症・牛ア
デノウイルス感染症混合生ワクチン

6 0 7 0 7 0 8 0

・ 牛伝染性鼻気管炎・牛ウイルス性下痢－粘膜病２
価・牛パラインフルエンザ・牛ＲＳウイルス感染
症・牛アデノウイルス感染症混合ワクチン

1 0 2 0 2 0 3 0

・ 牛サルモネラ症(サルモネラ・ダブリン・サルモネ
ラ・ティフィムリウム）（アジュバント加）不活化
ワクチン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９保有全菌体・ＦＹ保有全
菌体・３１Ａ保有全菌体・Ｏ７８全菌体）（アジュ
バント加）不活化ワクチン

2 0 2 0 0 0 2 0

・ 牛ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナ
ス）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

5 0 3 0 2 0 2 0

・ 炭疽生ワクチン 1 0 1 0 1 0 0 0

・ 炭疽生ワクチン（シード） - - - - 0 0 1 0

４．過去４年間の国家検定成績

製　剤　名
平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ マンヘミア・ヘモリチカ（１型）感染症不活化ワク
チン（油性アジュバント加溶解用液）

3 0 5 0 2 0 4 0

・ ヒストフィルス・ソムニ（ヘモフィルス・ソムナ
ス）感染症・パスツレラ・ムルトシダ感染症・マン
ヘミア・ヘモリチカ感染症混合（アジュバント加）
不活化ワクチン

3 0 1 0 3 0 2 0

・ 破傷風（アジュバント加）トキソイド 0 0 1 0 1 0 1 0

・ 牛クロストリジウム感染症３種混合（アジュバント
加）トキソイド

4 0 4 0 4 △１ 0 0

・ 牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバント
加）トキソイド

1 0 2 0 1 0 2 0

・ 牛ロタウイルス感染症３価・牛コロナウイルス感染
症・牛大腸菌性下痢症（Ｋ９９精製線毛抗原）混合
（アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 3 0 2 0

・ 馬インフルエンザ不活化ワクチン 4 0 4 0 2 0 3 0

・ 馬ウイルス性動脈炎不活化ワクチン（アジュバント
加溶解用液）

1 0 1 0 1 0 1 0

・ 馬鼻肺炎（アジュバント加）不活化ワクチン 3 0 1 0 2 0 2 0

・ 馬ロタウイルス感染症（アジュバント加）不活化ワ
クチン

1 0 1 0 1 0 1 0

・ 日本脳炎・ゲタウイルス感染症混合不活化ワクチン 1 0 0 1 0 1 0

・ 馬インフルエンザ不活化・日本脳炎不活化・破傷風
トキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

3 0 3 0 3 0 2 0

・ 豚コレラ生ワクチン 0 0 2 0 1 0 0 0

・ 豚コレラ生ワクチン（シード） - - - - - - 1 0

・ 日本脳炎生ワクチン 2 0 2 0 2 0 2 0

・ 日本脳炎不活化ワクチン 2 0 3 0 3 0 3 0

・ 日本脳炎（アジュバント加）不活化ワクチン 1 0 2 0 2 0 2 0

・ 豚インフルエンザ（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

1 0 1 0 0 0 2 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ＋）生ワクチン 2 0 1 0 1 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ＋）生ワクチン
（アジュバント加溶解用液）

1 0 4 0 3 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ－）生ワクチン 6 0 8 0 0 0 0 0

・ 豚オーエスキー病（ｇＩ－，ｔｋ－）生ワクチン
（酢酸トコフェロールアジュバント加溶解用液）

0 0 7 0 6 0 8 0

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン

12 0 7 0 7 0 8 0

・ 豚サーコウイルス（２型・組換え型）感染症（酢酸
トコフェロール・油性アジュバント加）不活化ワク
チン

6 0 4 3 12 4 10 0

・ 豚サーコウイルス（２型）感染症不活化ワクチン
（油性アジュバント加懸濁用液）

5 0 4 0 2 0 1 0

・ 豚伝染性胃腸炎生ワクチン（母豚用） 4 0 2 0 1 0 2 0

・ 豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用） 0 0 1 0 1 0 1 0

・ 豚伝染性胃腸炎（アジュバント加）不活化ワクチン 1 0 1 0 0 0 1 0

・ 豚パルボウイルス感染症生ワクチン 2 0 2 0 0 0 2 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ 豚パルボウイルス感染症不活化ワクチン 1 0 3 0 2 0 1 0

・ 豚パルボウイルス感染症（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ 豚繁殖・呼吸障害症候群生ワクチン 10 0 8 0 5 0 11 0

・ 豚流行性下痢生ワクチン 1 0 0 0 1 0 1 0

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症混合生ワクチン 2 0 2 0 2 0 3 0

・ 豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワクチン 3 0 4 0 4 0 3 0

・ 日本脳炎・豚パルボウイルス感染症・豚ゲタウイル
ス感染症混合生ワクチン

1 0 1 0 2 0 0 0

・ 豚丹毒生ワクチン 19 1 16 0 19 0 14 0

・ 豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン 3 0 5 0 4 0 2 0

・ 豚丹毒（アジュバント加）ワクチン（組換え型） - - - - 1 0 3 0

・ 豚丹毒（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活
化ワクチン

2 0 3 0 3 0 5 0

・ 豚丹毒（油性アジュバント加）不活化ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２型）
感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 1 0 0 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２・５
型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 2 △１ 0 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチ
ン

2 0 3 0 0 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型）感染症（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

2 0 0 0 1 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症（アジュバント
加）不活化ワクチン

4 0 5 0 2 0 3 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感染症
（１型部分精製・２型毒素・５型毒素）（酢酸トコ
フェロールアジュバント加）不活化ワクチン

8 0 15 0 10 0 0 0

・ 豚増殖性腸炎生ワクチン - - 0 0 2 0 5 0

・ 豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８保有全菌体・Ｋ９９保有
全菌体）（アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ 豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８ａｂ・Ｋ８８ａｃ・Ｋ９
９・９８７Ｐ保有全菌体）（アジュバント加）不活
化ワクチン

1 0 1 0 1 0 1 0

・ 豚ボルデテラ感染症（アジュバント加）不活化ワク
チン

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症精製（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ ヘモフィルス・パラスイス（２・５型）感染症（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

1 0 2 0 0 0 1 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（ア
ジュバント加）不活化ワクチン

6 0 3 0 2 0 4 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（カル
ボキシビニルポリマーアジュバント加）不活化ワク
チン

2 0 0 0 1 0 3 0

・ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症（油性
アジュバント加）不活化ワクチン

41 0 2 0 2 0 1 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型）感染症・豚丹毒混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

3 0 4 0 2 0 0 0

・ 豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（１・
２・５型、組換え型毒素）感染症・マイコプラズ
マ・ハイオニューモニエ感染混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

3 0 3 0 4 0 4 0

・ 豚ストレプトコッカス・スイス(２型）感染症(酢酸
トコフェロールアジュバント加）不活化ワクチン

2 0 5 0 1 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症混合（アジュ
バント加）不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ 豚ボルデテラ感染症精製・豚パスツレラ症混合（油
性アジュバント加）不活化ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症精製（アフィニティークロマト
グラフィー部分精製）・豚パスツレラ症混合（油性
アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 3 0 3 0 2 0

・ パスツレラ・ムルトシダ（アジュバント加）トキソ
イド

1 0 1 0 1 0 1 0

・ ボルデテラ・ブロンキセプチカ・パスツレラ・ムル
トシダ混合（アジュバント加）トキソイド

6 0 3 0 5 0 4 0

・ 豚大腸菌性下痢症不活化・クロストリジウム・パー
フリンゲンストキソイド混合（アジュバント加）ワ
クチン

5 0 4 0 3 0 3 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシ
ダトキソイド混合（アジュバント加）ワクチン

1 0 1 0 1 0 1 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシ
ダトキソイド混合（油性アジュバント加）ワクチン

2 0 2 0 0 0 2 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（全菌体・部
分精製トキソイド）混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

2 0 1 0 1 0 0 0

・ 豚ボルデテラ感染症不活化・パスツレラ・ムルトシ
ダトキソイド・豚丹毒不活化混合（アジュバント
加）ワクチン

1 0 2 0 2 0 2 0

・ 豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（粗精製トキ
ソイド）・マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感
染症混合（アジュバント加）不活化ワクチン

7 0 4 0 3 0 5 0

・ 豚インフルエンザ・豚丹毒混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

- - 0 0 2 0 2 0

・ 豚インフルエンザ・豚パスツレラ症・マイコプラズ
マ・ハイオニューモニエ感染症混合（アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 3 0 3 0 3 0

・ 豚パルボウイルス感染症・豚丹毒・豚レプトスピラ
病（イクテロヘモラジー・カニコーラ・グリッポチ
フォーサ・ハージョ・ブラティスラーバ・ポモナ）
混合（アジュバント・油性アジュバント加）不活化
ワクチン

1 0 0 0 0 0 1 0

・ 鶏痘生ワクチン 18 0 12 0 14 0 8 0

・ 産卵低下症候群－１９７６（アジュバント加）不活
化ワクチン

1 0 1 0 2 0 2 0

・ 産卵低下症候群－１９７６（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

4 0 7 0 4 0 7 0

・ 鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

2 0 2 0 1 0 2 0

・ トリニューモウイルス感染症生ワクチン 5 0 6 0 2 0 5 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ トリニューモウイルス感染症（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 0 3 0 2 0

・ トリレオウイルス感染症生ワクチン 2 0 2 0 1 0 3 0

・ トリレオウイルス感染症（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

2 0 1 0 4 0 2 0

・ ニューカッスル病生ワクチン 14 0 17 0 10 0 8 0

・ ニューカッスル病生ワクチン（シード） - - - - 5 0 5 0

・ ニューカッスル病（油性アジュバント加）不活化ワ
クチン

0 0 1 0 0 0 1 0

・ 鶏伝染性気管支炎生ワクチン 31 0 31 0 16 0 8 0

・ 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン 10 0 9 0 7 0 3 0

・ 鶏伝染性喉頭気管炎凍結生ワクチン 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大ひな
用）

2 0 3 0 2 0 1 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用） 20 0 20 0 11 0 13 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひな用中
等毒）

2 0 5 0 2 0 4 0

・ 鶏伝染性ファブリキウス嚢病（抗血清加）生ワクチ
ン

0 0 0 0 0 0 2 0

・ 鶏脳脊髄炎生ワクチン 5 0 6 0 3 0 0 0

・ 鶏貧血ウイルス感染症生ワクチン 1 0 1 0 0 0 0 0

・ マレック病（七面鳥ヘルペスウイルス）生ワクチン 7 0 13 0 3 0 0 0

・ マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生ワク
チン

14 0 17 0 6 0 3 0

・ マレック病（マレック病ウイルス１型・七面鳥ヘル
ペスウイルス）凍結生ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘル
ペスウイルス）凍結生ワクチン

23 0 21 0 6 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチ
ン

20 0 20 0 15 0 6 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合生ワクチ
ン（シード）

- - 0 0 7 0 13 0

・ ニューカッスル病・マレック病（ニューカッスル病
ウイルス由来Ｆ蛋白遺伝子導入マレック病ウイルス
１型）凍結生ワクチン

- - 0 - 0 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎混合（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 0 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価混合（油
性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 1 0 1 0

・ 鶏脳脊髄炎・鶏痘混合生ワクチン 0 0 1 0 4 0 1 0

・ マレック病（マレック病ウイルス２型・七面鳥ヘル
ペスウイルス）・鶏痘混合生ワクチン

0 0 0 0 4 0 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症
候群－１９７６混合（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

4 0 3 0 5 0 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低
下症候群－１９７６混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

1 0 1 0 2 0 0 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性ファブリキウス嚢病混合（油性アジュバント加）
不活化ワクチン

1 0 0 0 1 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・産卵低下症
候群－１９７６・トリニューモウイルス感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 2 0 2 2 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低
下症候群－１９７６・トリニューモウイルス感染症
混合（油性アジュバンド加）不活化ワクチン

0 0 2 0 5 4 3 3

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性ファブリキウス嚢病・産卵低下症候群－１９７６
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

0 0 0 0 1 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性ファブリキウス嚢病・トリニューモウイルス感染
症混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 0 1 0 5 1 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性ファブリキウス嚢病・トリレオウイルス感染症混
合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス）（アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 4 0 1 0 0 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス）（油性アジュバント加）不活化ワクチン

6 0 4 0 5 0 3 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス・サルモネラ・ティフィムリウム）（アジュバン
ト加）不活化ワクチン

1 0 1 0 3 1 1 0

・ 鶏サルモネラ症（サルモネラ・エンテリティディ
ス・サルモネラ・ティフィムリウム）（油性アジュ
バント加）不活化ワクチン

3 0 5 0 4 0 4 0

・ 鶏大腸菌症（Ｏ７８全菌体破砕処理）（脂質アジュ
バント加）不活化ワクチン

1 0 3 0 1 0 1 0

・ 鶏大腸菌症（組換え型Ｆ１１線毛抗原・ベロ細胞毒
性抗原）（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 0 2 0 2 0 1 0

・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）（アジュバント加）
不活化ワクチン

6 0 3 0 3 0 4 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症生ワクチン 6 0 0 0 0 0 0 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症凍結生ワク
チン

4 0 3 0 3 0 3 0

・ マイコプラズマ・シノビエ感染症凍結生ワクチン 0 0 1 0 1 0 1 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（アジュバ
ント加）不活化ワクチン

0 0 1 0 1 0 0 0

・ マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

4 0 6 0 5 0 1 0

・ 鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・
ガリセプチカム感染症混合（アジュパント・油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

3 0 2 0 3 1 4 0

・ 鶏コクシジウム感染症（ネカトリックス）生ワクチ
ン

2 0 2 0 3 0 2 0

・ ロイコチトゾーン病（油性アジュバント加）ワクチ
ン（組換え型）

0 0 1 0 1 0 0 0

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ
キシマ）混合生ワクチン

3 0 3 0 2 0 3 0

・ 鶏コクシジウム感染症（アセルブリナ・テネラ・マ
キシマ・ミチス）混合生ワクチン

3 0 3 0 3 0 3 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型）液状混合（アジュバント加）不
活化ワクチン

1 0 1 0 2 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型菌処理）混合（アジュバント加）
不活化ワクチン

2 0 1 0 1 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント加）不
活化ワクチン

5 0 2 0 2 0 3 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏サル
モネラ症（サルモネラ・エンテリティディス）混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

1 1 0 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（アジュバント加）不
活化ワクチン

1 0 1 0 1 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

2 0 1 0 3 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン（シード）

- - 0 - 1 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）混合（油性アジュバント
加）不活化ワクチン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・マイコ
プラズマ・ガリセプチカム感染症混合（油性アジュ
バント加）不活化ワクチン

2 0 0 0 0 0 0 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎・鶏伝染性コ
リーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセプチ
カム感染症混合（油性アジュバント加）不活化ワク
チン

3 0 2 0 2 0 2 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・鶏伝染
性コリーザ（Ａ・Ｃ型）・マイコプラズマ・ガリセ
プチカム感染症混合（油性アジュバント加）不活化
ワクチン

2 0 1 0 1 0 1 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎２価・産卵低
下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ
型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 4 0 4 0 5 0

・ ニューカッスル病・鶏伝染性気管支炎３価・産卵低
下症候群－１９７６・鶏伝染性コリーザ（Ａ・Ｃ
型）・マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 3 0 3 0 4 0

・ イリドウイルス病不活化ワクチン 0 0 2 0 2 0 2 0

・ さけ科魚類ビブリオ病不活化ワクチン 1 0 2 0 1 0 1 0

・ ひらめβ溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン 3 0 1 0 0 0 1 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症不活化ワクチン（注射型） 2 0 2 0 2 0 2 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症（酵素処理）不活化ワクチ
ン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ ぶりα溶血性レンサ球菌症・類結節症混合（油性ア
ジュバント加）不活化ワクチン

2 0 1 0 1 0 2 0

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症混合不活化ワ
クチン

2 0 2 0 3 0 3 0

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌症・ストレプト
コッカス・ジスガラクチエ感染症混合不活化ワクチ
ン

- - - - 1 0 1 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ球菌・類結節症混合
（油性アジュバンド加）混合不活化ワクチン

- - - - 4 0 2 0

・ イリドウイルス病・ぶりビブリオ病・α溶血性レンサ
球菌症混合不活化ワクチン

1 0 3 0 3 0 3 0

・ 犬パルボウイルス感染症生ワクチン 3 0 2 0 0 0 0 0

・ 犬パルボウイルス感染症不活化ワクチン 1 0 1 0 0 0 0 0

・ 狂犬病組織培養不活化ワクチン 17 0 18 0 18 0 16 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症混
合生ワクチン

1 0 1 0 0 0 1 0

・ ジステンパー・犬パルボウイルス感染症混合生ワク
チン

1 0 1 0 2 0 1 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パルボウイルス感染症混合生ワクチン

1 0 1 0 1 0 0 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症混
合生ワクチン

6 0 10 0 5 0 2 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症混合生ワクチン

4 0 5 0 5 0 5 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症混合ワクチン

10 0 8 0 8 3 4 0

・ 犬レプトスピラ病不活化ワクチン 1 0 1 0 3 0 1 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬レプトスピラ病混合ワクチン

6 0 8 0 3 0 2 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬レプトスピラ病（カニコーラ・コペンハーゲ
ニー・ヘブドマディス）混合ワクチン

2 0 3 0 2 0 2 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病混合ワ
クチン

13 0 12 1 14 1 9 0

・ ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染症・
犬パラインフルエンザ・犬パルボウイルス感染症・
犬コロナウイルス感染症・犬レプトスピラ病（カニ
コーラ・コペンハーゲニー・ヘブドマディス）混合
ワクチン

7 0 10 0 10 0 10 0

・ 猫白血病（アジュバント加）ワクチン（組換え型） 1 0 2 0 1 0 1 0

・ 猫免疫不全ウイルス感染症（アジュバント加）不活
化ワクチン

3 0 1 0 0 0 1 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症混合生ワクチン

8 0 10 0 17 0 7 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症混合ワクチン

1 0 1 0 0 0 0 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症２
価・猫汎白血球減少症混合ワクチン

- - 0 0 4 0 4 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

4 0 3 0 4 0 3 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）混合（油
性アジュバント加）不活化ワクチン

3 0 4 0 0 0 0 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）混合
（油性アジュバント加）不活化ワクチン

- - 0 0 4 0 2 0

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症・
猫汎白血球減少症・猫白血病・猫クラミジア感染症
混合（油性アジュバント加）不活化ワクチン

2 1 2 0 1 0 1 1

・ 猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感染症３
価・猫汎白血球減少症・猫白血病（組換え型）・猫
クラミジア感染症混合（油性アジュバント加）不活
化ワクチン

2 0 3 0 2 0 1 0

小　　計 644 3 621 4 532 17 456 4

診断液

・ 牛伝染性鼻気管炎診断用蛍光抗体 0 0 1 0 0 0 0 0

・ 牛白血病診断用受身赤血球凝集反応抗原 3 0 2 0 2 0 2 0

・ 牛白血病診断用酵素抗体反応キット 1 0 5 0 4 0 4 0

・ 牛白血病診断用沈降反応抗原 1 0 0 0 1 0 1 0

・ カンピロバクター病診断用菌液 0 0 1 0 1 0 0 0

・ カンピロバクター病診断用蛍光抗体 1 0 1 0 1 0 0 0

・ 牛肺疫診断用補体結合反応抗原 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 炭疽診断用沈降反応血清 1 0 1 0 1 0 0 0

・ ツベルクリン 1 0 1 0 1 0 0 0

・ ブルセラ病急速診断用菌液 2 0 0 0 1 0 1 0

・ ブルセラ病診断用菌液 1 0 1 0 1 0 0 0

・ ブルセラ病診断用抗原固相化酵素抗体抗原反応キッ
ト

- - - - 3 0 1 0

・ ブルセラ病診断用補体結合反応抗原 1 0 1 0 1 0 2 0

・ ヨーニン 1 0 0 0 1 0 0 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不
活化マイコバクテリウム・フレイ菌可溶化たん白吸
収剤）

5 0 5 0 3 0 3 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（不
活化マイコバクテリウム・フレイ菌可溶化たん白吸
収剤）（予備的検出用）

- - - - 1 0 2 0

・ ヨーネ病診断用抗原固相化酵素抗体反応キット（予
備的検出用）

3 0 2 0 2 0 3 0

・ ヨーネ病診断用補体結合反応抗原 1 0 0 0 1 0 0 0

・ アナプラズマ病診断用補体結合反応抗原 1 0 1 0 0 0 1 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット 12 0 6 0 8 0 11 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（アビジン-
ビオチンカップリング法）

1 0 0 0 0 0 0 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンス
テップ測定法）

4 0 8 0 6 0 4 0

・ 牛海綿状脳症診断用酵素抗体反応キット（ワンポッ
ト前処理法）

2 0 8 0 5 0 4 0

・ 馬伝染性貧血診断用酵素抗体反応キット 1 0 0 0 0 0 0 0

・ 馬伝染性貧血診断用沈降反応抗原 3 0 2 0 2 0 1 0
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受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格 受付 不合格
製　剤　名

平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度

・ 馬パラチフス診断用菌液 1 0 1 0 1 0 1 0

・ オーエスキー病ウイルス糖たん白ｇⅠ抗体識別用酵
素抗体反応キット（抗原吸着・ペルオキシダーゼ標
識抗体）

3 0 4 0 4 0 4 0

・ オーエスキー病診断用酵素抗体反応キット（予備的
検出用）

3 0 4 0 3 0 5 0

・ オーエスキー病診断用ラテックス凝集反応抗原 4 0 3 0 2 0 2 0

・ 豚コレラ診断用蛍光抗体 1 0 1 0 1 0 1 0

・ 豚コレラ診断用酵素抗体反応キット 2 0 2 0 2 0 1 0

・ 豚伝染性胃腸炎診断用蛍光抗体 1 0 1 0 0 0 0 0

・ 精製鳥型ツベルクリン 0 0 1 0 0 0 1 0

・ トキソプラズマ病診断用蛍光抗体 0 0 1 0 0 0 0 0

・ Ａ型インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット 0 0 0 0 2 0 3 0

・ Ａ型インフルエンザ診断用ラテックス標識抗体反応
キット

2 0 2 0 2 0 2 0

・ 鳥インフルエンザ診断用酵素標識抗体反応キット - - - - 0 0 0 0

・ 鳥インフルエンザウイルスＡ型遺伝子検出用酵素抗
体反応キット

1 0 1 0 0 0 0 0

・ 鳥インフルエンザウイルスＨ５亜型遺伝子検出用酵
素抗体反応キット

0 0 0 0 2 0 6 0

・ ひな白痢急速診断用菌液 2 0 1 0 2 0 1 0

・ 犬エキノコックス症診断用ラテックス標識抗体反応
キット

1 0 1 0 1 0 1 0

小　　計 68 0 70 0 69 0 69 0

691 4 603 17 526

△１ △1
合計 715 3 4

53



867 818 809 817

717 737 715

691 603

526

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900

1000

４－(2) 生物学的製剤の検定申請件数の推移

（件数）

54



５．平成23年度に新たに検定の対象となった医薬品

（１）製造販売承認されたもの

承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H23. 5.17 ノビリス　ＭＧＭＳ 一般財団法人化学及血清療法研究所 外国

H23. 7.25 オイルバックスＳＥＴｉ 北里第一三共ワクチン株式会社 SL

H23.10.19 “京都微研„ 牛異常産－５ 共立製薬株式会社

H23.11. 4 ポーシリス APP＋ERY 日生研株式会社 外国

H23.11.15 インゲルバック　マイコフレックス 一般財団法人化学及血清療法研究所 外国

H23.11.15 ボビバック　5 松研薬品工業株式会社

H23.12. 7 マリンジェンナー　イリドビブレン３混 株式会社　微生物化学研究所

H23.12.16 ノビリス　ＩＢ　４－９１・２５００ 一般財団法人化学及血清療法研究所 外国、SL

H23.12.21 オイルバスターＳＥ 一般財団法人化学及血清療法研究所 SL

H24. 1. 6 オーシャンテクトＶＮＮ 日生研株式会社

H24. 3.13 オーエスライザⅡ 共立製薬株式会社 外国

合　計 11 品目

外国：認定外国製造業者による製造が承認されたもの

SL：再審査期間中のシードロット製剤

（２）シードロット製剤として製造販売承認（承認事項変更承認）されたもの（再審査が終了したもの）

承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H23. 5.11 炭そ予防液“化血研” 株式会社ゲン・コーポレーション

H23. 6.27 豚コレラ生ウイルス乾燥予防液 共立製薬株式会社

H23. 6.27 スワイバック　Ｃ 一般財団法人化学及血清療法研究所

H23. 6.27 豚コレラ生ワクチン 日生研株式会社

H23. 7. 4 豚コレラ生ウイルス乾燥予防液 株式会社インターベット

H23. 8. 1 豚コレラ生ウイルス乾燥予防液 株式会社インターベット

H23. 8.26 豚コレラワクチン－KB 一般財団法人化学及血清療法研究所

H23.12.16 オイルバックス　ＮＢ２ＡＣ 一般財団法人化学及血清療法研究所
※

H23.12.16 オイルバックス　６ 株式会社インターベット
※

H23.12.16 オイルバックス　ＮＢ２ 一般財団法人化学及血清療法研究所
※
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承認年月日 製　品　名 業　者　名 備　考

H23.12.16 日生研日本脳炎生ワクチン 日生研株式会社

H24. 3. 8 ＮＤワクチン-ＫＢ 株式会社　微生物化学研究所

合　計 12 品目

※非法定伝染病を対象とする成分については検定対象外（収去検査対象）

（３）製造承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

　該当なし

（４）輸入承認されたもの（平成17年３月31日までに申請され、承認されたもの）

　該当なし

56



６．平成23年度に新たに検定対象外となった生物学的製剤

　(1) 国家検定対象外のシードロット製剤

No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

1 “京都微研„ 豚ヘモフィルスワクチ
ン

豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ（２
型）感染症（アジュバント加）不活化ワクチ
ン（シード）

株式会社　微生物化
学研究所

H23.5.11

2 “京都微研„ 豚アクチノオイル３価ワ
クチン

豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ
（１・２・５型）感染症（油性アジュバント加）
不活化ワクチン（シード）

株式会社　微生物化
学研究所

H23.5.11

3 アラディケーター
豚ボルデテラ感染症・豚パスツレラ症（全
菌体・部分精製トキソイド）混合（油性アジュ
バント加）不活化ワクチン（シード）

ファイザー株式会社 H23.5.11

4 オイルバックス　ＭＧ
マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油
性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

一般財団法人化学及
血清療法研究所

H23.5.20

5 日生研ＭＧ不活化ワクチンＮ
マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（ア
ジュバント加）不活化ワクチン（シード）

日生研株式会社 H23.5.20

6 日生研ＭＧオイルワクチンＷＯ
マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症（油
性アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

日生研株式会社 H23.5.20

7 IB生ワクチン（H120G）・ゲン 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）
株式会社ゲン・コーポ
レーション

H23.6.7

8 IBD生ワクチン（バーシン）
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひ
な用）（シード）

株式会社ゲン・コーポ
レーション

H23.6.7

9 ＡＥ乾燥生ワクチン 鶏脳脊髄炎生ワクチン（シード） 日生研株式会社 H23.6.13

10 ＡＥ生ワクチン 鶏脳脊髄炎生ワクチン（シード）
株式会社ゲン・コーポ
レーション

H23.6.27

11 日生研ＩＢＤ生ワクチン
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（大
ひな用）（シード）

日生研株式会社 H23.6.27

12 日生研グレーサー病２価ワクチン
ヘモフィルス・パラスイス（２・５型）感染症
（アジュバント加）不活化ワクチン（シード）

日生研株式会社 H23.6.30

13 ポーシリス　ＡＰＰ－Ｎ

豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感
染症（１型部分精製・無毒化毒素）（酢酸ト
コフェロールアジュバント加）不活化ワクチ
ン（シード）

松研薬品工業株式会
社

H23.7.4
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No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

14 ポーシリス　ＡＰＰ－Ｎ「ＩＶ」

豚アクチノバシラス・プルロニューモニエ感
染症（１型部分精製・２型毒素・５型毒素）
（酢酸トコフェロールアジュバント加）不活化
ワクチン（シード）

株式会社インターベッ
ト

H23.7.7

15 日生研豚丹毒不活化ワクチン
豚丹毒（アジュバント加）不活化ワクチン
（シード）

日生研株式会社 H23.8.1

16 バンガード　プラス　5/CV

ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイル
ス感染症・犬コロナウイルス感染症混合ワ
クチン（シード）

ファイザー株式会社 H23.9.5

17 バンガード　プラス　5/CV-L

ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイル
ス感染症・犬コロナウイルス感染症・犬レプ
トスピラ病混合ワクチン（シード）

ファイザー株式会社 H23.9.5

18 スワイバック　Ｅ 豚丹毒生ワクチン（シード） 共立製薬株式会社 H23.9.15

19 日生研ＩＬＴ生ワクチン 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン（シード） 日生研株式会社 H23.9.15

20 ユーリカン７

ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイル
ス感染症・犬レプトスピラ病混合ワクチン
（シード）

メリアル・ジャパン株式
会社

H23.10.6

21 ポーシリス　ＳＴＲＥＰＳＵＩＳ「IV]
豚ストレプトコッカススイス(２型)感染症(酢
酸トコフェロールアジュバント加)不活化ワク

チン（シード）

株式会社インターベッ
ト

H23.11.4

22 ポーシリス　ＳＴＲＥＰＳＵＩＳ
豚ストレプトコッカススイス(２型)感染症(酢
酸トコフェロールアジュバント加)不活化ワク

チン

松研薬品工業株式会
社

H23.11.4

23 鶏痘生ワクチン（ポキシン） 鶏痘生ワクチン（シード） ワクチノーバ株式会社 H23.11.4

24 鶏痘生ワクチン（チック・エヌ・ポック
ス）

鶏痘生ワクチン（シード） ワクチノーバ株式会社 H23.11.4

25 ユーリカン５
ジステンパー・犬アデノウイルス（２型）感染
症・犬パラインフルエンザ・犬パルボウイル
ス感染症混合生ワクチン（シード）

メリアル・ジャパン株式
会社

H23.11.15

26 ノビリス　ガンボロ２２８Ｅ・１０００
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひ
な用中等毒）（シード）

株式会社インターベッ
ト

H23.11.21

27 ノビリス　ガンボロ２２８Ｅ・２５００
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひ
な用中等毒）（シード）

株式会社インターベッ
ト

H23.11.21
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No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

28 ノビバック　ＬＥＰＴＯ 犬レプトスピラ病不活化ワクチン（シード）
株式会社インターベッ
ト

H23.11.21

29 日生研コリーザ２価ワクチンＮ
鶏伝染性コリーザ（A・C型）（アジュバント

加）不活化ワクチン（シード）
日生研株式会社 H23.11.21

30 豚丹毒生ワクチン「北研」 豚丹毒生ワクチン（シード）
北里第一三共ワクチ
ン株式会社

H23.12.6

31 アビバック　ＢＤ
鶏伝染性ファブリキウス嚢病生ワクチン（ひ
な用）（シード）

共立製薬株式会社 H23.12.7

32 ノビバック　ＴＲＩＣＡＴ
猫ウイルス性鼻気管炎・猫カリシウイルス感
染症・猫汎白血球減少症混合生ワクチン
（シード）

株式会社インターベッ
ト

H23.12.13

33 日生研豚ＴＧＥ生ワクチン
豚伝染性胃腸炎濃縮生ワクチン（母豚用）
（シード）

日生研株式会社 H23.12.16

34 日生研ＰＥＤ生ワクチン 豚流行性下痢生ワクチン（シード） 日生研株式会社 H23.12.16

35 ポーシリス　Ｂｅｇｏｎｉａ・１０
豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ－）生ワクチン
（シード）

松研薬品工業株式会
社

H23.12.22

36 ポーシリス　Ｂｅｇｏｎｉａ・５０
豚オーエスキー病（ｇＩ－、ｔｋ－）生ワクチン
（シード）

松研薬品工業株式会
社

H23.12.22

37 日生研ＴＧＥ・ＰＥＤ混合生ワクチン
豚伝染性胃腸炎・豚流行性下痢混合生ワ
クチン（シード）

日生研株式会社 H23.12.26

38 日生研豚丹毒生ワクチンＣ 豚丹毒生ワクチン（シード） 日生研株式会社 H23.12.27

39 松研豚丹毒生ワクチン 豚丹毒生ワクチン（シード）
松研薬品工業株式会
社

H24.1.6

40 “京都微研„ キャトルウィン－Cl５ 牛クロストリジウム感染症５種混合（アジュバ
ント加）トキソイド（シード）

株式会社　微生物化
学研究所

H24.2.20

41 “京都微研„ ＩＢ生ワクチン 鶏伝染性気管支炎生ワクチン（シード）
株式会社　微生物化
学研究所

H24.3.8

59



No. 品名 一般的名称 製造販売業者 承認年月日

42 “京都微研„ ＩＬＴワクチン 鶏伝染性喉頭気管炎生ワクチン（シード）
株式会社　微生物化
学研究所

H24.3.13

43 アビテクト　ＭＤ１
マレック病（マレック病ウイルス１型）凍結生
ワクチン（シード）

一般財団法人化学及
血清療法研究所

H24.3.13

44 イバラキ病ワクチン-KB イバラキ病生ワクチン（シード）
株式会社　微生物化
学研究所

H24.3.27

45 豚コレラ生ワクチン「科飼研」 豚コレラ生ワクチン（シード）
株式会社　科学飼料
研究所

H24.3.27

46
豚大腸菌コンポーネントワクチン
“化血研”

豚大腸菌性下痢症（Ｋ８８ａｂ・Ｋ８８ａｃ・Ｋ９
９・９８７Ｐ保有全菌体）（アジュバント加）不
活化ワクチン（シード）

一般財団法人　化学
及血清療法研究所

H24.3.30

　(2) 診断液

No. 製造販売業者 承認年月日

1 株式会社　微生物化
学研究所

H23.5.27

品名

キャナイン－フィラリア・キット
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７．平成23年度検査命令による検査成績

動物用血液型判定用抗体検査命令実施要領に基づく検査

適 不適

動物用血液型判定抗体 0

0

８．平成23年度動物用医薬品の収去検査結果

(1) 一般医薬品（再審査中の品目含む、国及び県の薬事監視員による収去）

検査結果

合格 要指導 不合格

外用剤
（点眼剤、皮膚洗浄剤、消炎剤、殺菌消毒剤等）

11 8 2 1 主成分の含有量不足

繁殖用薬 4 3 1

治療を主目的としないもの
（ビタミンミネラル類、ワクチン溶解剤等）

3 2 1 主成分の含有量不足

肝臓疾患用・解毒剤 1 1

内寄生虫駆除剤 1 1

合成抗菌剤 1 1

  合　　計 21 14 5 2

(2) 生物学的製剤（県の薬事監視員による収去）

検査結果

合格 要指導 不合格

検定対象外の体外診断薬 0

シードロット製剤（細菌ワクチン類） 3 3

シードロット製剤（マイコプラズマワクチン類） 3 1 2

  合　　計 6 4 2 0

(3) 抗生物質製剤（国の薬事監視員による収去）

合格 要指導 不合格

注射用アンピシリンナトリウム 1 1

アンピシリン散 1 1

注射用アンピシリン 1 1

塩酸オキシテトラサイクリン散 1 1

  合　　計 4 3 1 0
注）（１）～（３）共通
1)　不適合：薬事法第56条等の各条項に抵触するもの

受付件数
検査結果

備　考

　薬　効　群　別　分　類
収去
件数

製　　剤　　区　　分

合　　　　　　　　計

備考
（不合格理由等）

製　剤　区　分
収去
件数

備考
（不合格理由

等）

製　剤　区　分
収去
件数

検査結果 備考
（不合格理由

等）

2)　要指導：検査結果は適合（集計上は「適合」の外数）であるが、表示等の不備を伴うもの
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９．平成23年度動物用医薬品依頼試験検査受付件数

製　　剤　　区　　分

生物学的製剤

抗生物質製剤

合　　　　　　　　計

製　　剤　　区　　分

生物学的製剤

合　　　　　　　　計

  (1) 一般依頼試験検査

受付件数 備　　　考

0

12

12

受付件数

0

0

  (2) 同等性試験

備　　　考
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10．平成23年度調査研究発表

  (1) 学術集会発表

第101回日本食品衛生学会（H23.5.16～17）

アンピシリン製剤を投与した豚及び鶏の休薬期間経過後の残留濃度

第84回日本細菌学会総会（H23.9.６～10）
Improvement in conjugation experiment using bacteriocin-tolerant mutants.

第152回日本獣医学会学術集会（H23.9.19～21）

GF-P80細胞を用いた毒性限度確認試験の検討

（１）GF-P80細胞の性状の確認

牛の血漿中メトクロプラミド濃度に及ぼすCYP２D14遺伝子欠損の影響

免疫応答の異なる３系統マウスを用いたCapillaria hepatica 感染の病態
比較

第102回日本日本食品衛生学会（H23.9.29～30）

アンピシリン製剤を1週間飼料添加投与後の鶏卵中残留濃度

鶏におけるジクロロイソシアヌル酸ナトリウム製剤を噴霧投与後の残留確
認試験

平成23年度日本魚病学会（H23.10.1～2）

ワクチン接種によって誘起されるブリ免疫関連遺伝子の発現解析

馬感染症研究会研究部会（H23．10．21）

馬用の生物学的製剤の検定状況

第２８回日本毒性病理学会学術集会（H24．2.2）

Experimental infection of Capillaria hepatica  in three mouse strains with
different immune response systems.
（免疫応答性の異なる３系統マウスを用いたCapillaria hepatica 感染マウ
スの病態比較）

In vitro reactivity of Cryoglobulin to soluble worm antigens in Capillaria
hepatica  experimentally infected ICR mice.
（Capillaria hepatica 感染ICRマウスにおけるクリオグロブリンの虫体抗原
に対する反応性の解析）

平成23年度日本獣医師会獣医学術学会年次大会（H24．2.3～5）

シンポジウム「獣医領域におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）
の現状と対策」
３畜産分野におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）の現状

近年における犬用ワクチンの副作用発生状況調査

畜産分野におけるメチシリン耐性黄色ブドウ球菌（MRSA）の現状 浅井鉄夫

Preliminary report on the departure time from the nest of Japanese flying
squirrels Pteromys momonga .

水野安晴、小池好子、赤間亮子

野牛一弘、小池良治、山本篤

浜本好子（小池好子）、（加藤雅樹）、水野安
晴、赤間亮子、木島まゆみ、（山岸則夫）、（古
濱和久）

相原尚之、（山田萌）、（高橋映里佳）、（若林
伸）、（樫村茜）、（上家潤一）、（代田欣二）

浜本好子（小池好子）、赤間亮子、水野安晴

発表学会・学術集会及び演題 氏名

浜本好子（小池好子）、臼井優、(峯戸松勝

秀)、水野安晴

M.USUI, M.HIKI, M.OZAWA, H.NAGAI,
T.ASAI

相原尚之、（山田萌）、（樫村茜）、（上家潤
一）、（代田欣二）

浅井鉄夫

蒲生恒一郎、小林一郎

中島奈緒、木島まゆみ、川西路子、内山万利
子、山本欣也、（二見邦彦）、（片桐孝之）、（延
東真）、（舞田正志）

荒尾恵

相原尚之、（山田萌）、（樫村茜）、（高橋映里
佳）、（若林伸）、（上家潤一）、（代田欣二）

6th International Colloquium on Arboreal Squirrels(H24.2.4-8)

(Shimamoto, T.), (Shigematsu, Y.), Hirano, F.
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第48回静岡県公衆衛生研究会（H24．2.10）

と畜場で分離された同一飼育場由来の豚丹毒菌の生化学及び遺伝子
学的性状について

第153回日本獣医学会学術集会（H24.3.27～29）

伝染性ファブリキウス嚢病ウイルスのファブリキウス嚢濾胞構造に対する
障害が免疫抑制発生に与える影響について

Mannheimia haemolytica のロイコトキシン構造蛋白発現遺伝子の解析

豚糞便からの Clostridium difficile  分離方法の比較試験

国内における伝染性気管支炎に対するワクチンをめぐる状況

An experimental type 2 mixed cryoglobulinemia with renal glomerulopathy
in ICR mice triggered by Capillaria hepatica  infection.

第32回獣医疫学会学術集会（H24.3.29）

我が国の養豚場における抗菌性物質の使用と薬剤耐性大腸菌の分布と
の関係

注：氏名欄（　　）は所外機関所属者

山本欣也、（細井綾乃）、（水元嗣郎）、（大畑克
彦）、（長倉光保）、（幾嶋隆雄）、（小島勝義）、
（廣井みどり）、（貞弘恵）、（川島和晴）

相原尚之、堀内雅之、落合絢子、石川容子、
大石弘司

川西路子、(勝田賢)、臼井優、中島奈緒、内山
万利子、山本欣也、永井英貴、木島まゆみ

臼井優、(佐々木貴正)、比企基高、永井英貴、
浅井鉄夫

嶋崎洋子

相原尚之

浅井鉄夫、（後藤聖樹）、（蒔田浩平）、小澤真
名緒、（田村豊）
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  (2) 誌上発表（学術研究報告）

Embryonal carcinoma in the abdominal cavity of a calf.

Journal of Veterinary Diagnostic Investigation,2011 May;23(3):598-602

Low expression of AcrB in the deoxycholate-sensitive strains of Salmonella
enterica subspecies enterica serovar Pullorum.

Microbiol Immunol. 2011 May;55(5):366-8.

Multi-locus sequence typing of Salmonella  enterica subsp. enterica serovar
Enteritidis strains in Japan between 1973 and 2004.

Acta Vet Scand.  2011 Jun 15;53:38.

Methods to select suitable fetal bovine serum for use in quality control
assays for the detection of adventitious viruses from biological products.

Biologicals. 2011 Jul;39(4):242-２４8.

Complete genome Sequence and comparative analysis of the fish pathogen
Lactococcus garvieae .

PLos ONE, (2011) vol6.,issue 8, e23184, p1-8

Phylogenetic groups and cephalosporin resistance genes of Escherichia coli
from diseased food-producing animals in Japan.

Acta Vet Scand. 2011 Oct 12;53:52.

Serological and pahtogenic characterization of Erysipelothrix
rhusiopathiae  isolates from two human cases of endocarditis in Japan.

New Microbiologica， 2011 Oct;34(4):409-12.

An experimental type II mixed cyoglobulinemia with renal glomerulopathy
in ICR mice triggered by Capillaria hepatica  infection.

Histology and Histopahology, 2011 Dec;26(12):1519-29.

Antimicrobial resistance in shiga toxin-producing Escherichia coli  O157
and O26 isolates from beef cattle.

Jpn. J. Infect. Dis.. 2012;65(2):117-21.

ワクチン接種によって誘起されるブリ免疫関連遺伝子の発現解析

魚病研究　Fish　Pathology　（2012） 47(1), p12-19

Evaluation of transferability of R-plasmid in bacteriocin-producing donors
to bacteriocin-resistant recipients.

Japanese Journal of Infactions Disease.2012;65(3):252-5

注：氏名欄（　　）は所外機関所属者

Noriyuki Aihara, (Naoki Yamamoto) , (Takayo
Takagi), (Yumi Une)

発表題名及び発表誌 氏名

中島奈緒、木島まゆみ、川西路子、内山万利
子、山本欣也、(二見邦彦)、(片桐孝之)、(延東
真）、（舞田正志）

Masaru Usui，Tetsuo Asai，（Shizuo Sato）

（Tamie Noda)，（Koichi Murakami)，Tetsuo
Asai，（Yoshiki Etoh)，（Tomoe Ishihara)，
（Toshio Kuroki)，（Kazumi Horikawa)，（Shinji
Fujimoto)

（Takashi Kozasa)，（Hiroshi Aoki)，Nao
Nakajima，（Akio Fukusyo)，Masatoshi
Ishimaru，Shigeyuki Nakamura

(Hidetoshi Morita), (Hidehiro Toh), (Kenshiro
Oshima), (Mariko Yoshizaki), Michiko
Kawanishi, (Kohei Nakaya), (Takehito Suzuki),
(Eiji Miyauchi), (Yasuo Ishii), (Soichi Tanabe),
(Masaru Murakami), (Masahira Hattori)

Tetsuo Asai, (Kaori Masani), (Chizuru Sato),
Mototaka Hiki, Masaru Usui, （Kotaro Baba）,
Manao Ozawa, (Kazuki Harada), (Hiroshi Aoki),
(Takuo Sawada)

(Kazuki Harada), (Kennichiro Amano),
(Shinnichi Akimoto), Kinya Yamamoto,
(Yoshihiro Yamamoto), (Katsunori Yanagihara),
(Shigeru Kohono), (Naoki Kishida), (Toshio
Takahashi)

Naoyuki Aihara, (James Kenn Chambers), (Kei
Hosono), (Junichi Kamiie), (Kinji Shirota)

(Yoshimasa Sasaki), Masaru Usui, (Mariko
Murakami), (Mika Haruna), Akemi Kojima,
Tetsuo Asai, (Yukiko Yamada)

Masaru Usui, Mototaka Hiki，（Murakami K) ，
Hidetaka Nagai，Tetsuo Asai
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  (3) 誌上発表（技術普及報告）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅠ）
豚用ワクチンの概説
１１　豚レプトスピラ病ワクチン（混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第2号､p105～106（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅠ）
豚用ワクチンの概説
１２　ヘモフィルス・パラスイス感染症ワクチン（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64回第2号、p107～108（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅡ）
１２　豚大腸菌性下痢症ワクチン（不活化ワクチン）及びクロストリジウム・
パーフリンゲンス感染症ワクチン（混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第3号､p194～197（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅡ）
豚用ワクチンの概説
１３ マイコプラズマ・ハイオニューモニエ感染症ワクチン（不活化・混合不
活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第3号､p198～200（2011年）

馬用ワクチンの概説
１　馬インフルエンザワクチン（不活化・不活化混合ワクチン（製造用株の
変更））

日本獣医師会雑誌 第64巻第3号､p200～202（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅢ）
馬用ワクチンの概説
２　馬ウイルス性動脈炎ワクチン（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第4号､p273～274（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅢ）
馬用ワクチンの概説
３　馬ロタウイルス感染症ワクチン（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第4号､p274～275（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅣ）
馬用ワクチンの概説
４　ウエストナイルウイルス感染症（油性アジュバント加）不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第5号､p353～354（2011年）

鶏用ワクチンの概説
１　産卵低下症候群-1976ワクチン（不活化・混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第5号､p354～356（2011年）

鶏用ワクチンの概説
２　鳥インフルエンザ（油性アジュバント加）不活化ワクチン

日本獣医師会雑誌 第64巻第5号､p357～358（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅤ）
鶏用ワクチンの概説
３　トリニューモウイルス感染症ワクチン（生・不活化・混合不活化ワクチ
ン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第6号､p439～441（2011年）

発表題名及び発表誌 氏名

木島まゆみ

山本つかさ

永井英貴

山本つかさ

荒尾恵

成嶋理恵

成嶋理恵

荒尾恵

相原尚之

蒲生恒一郎

曵地七星
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日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅤ）
鶏用ワクチンの概説
４　トリレオウイルス感染症ワクチン（生・不活化・混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第6号､p441～443（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅥ）
鶏用ワクチンの概説
５　鶏貧血ウイルス感染症ワクチン（生ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第7号､p514～515（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅥ）
鶏用ワクチンの概説
６　鶏オルニソバクテリウム・ライノトラケアレ感染症(不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第7号､p514～515（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅦ）
鶏用ワクチンの概説
７　鶏サルモネラ症ワクチン（不活化・混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第8号､p610～612（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅧ）
鶏用ワクチンの概説
８　鶏大腸菌症（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第9号､p685～687（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅧ）
鶏用ワクチンの概説
９　マイコプラズマ・ガリセプチカム感染症ワクチン（生・不活化･混合生・
混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第9号､p687～689（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅧ）
鶏用ワクチンの概説
１０　マイコプラズマ・シノビエ感染症ワクチン（生・混合生ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第9号､p687～689（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅨ）
鶏用ワクチンの概説
１１　鶏コクシジウム感染症（生ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第10号､p765～768（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅩ）
鶏用ワクチンの概説
１２　ロイコチトゾーン病（組換え型ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第11号､p847～848（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅩⅠ）
魚用ワクチンの概説
１　イリドウイルス感染症（不活化・混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第64巻第12号､p913～914（2011年）

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅩⅡ）
魚用ワクチンの概説
２　さけ科魚類ビブリオ病（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第65巻第1号､p18～19（2012年）

豚大腸菌性下痢症ワクチンについて

養豚の友　2011年12月号

日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅩⅡ）
魚用ワクチンの概説
３　ひらめβ溶血性レンサ球菌症（不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第65巻第1号､p19～21（2012年）

相原尚之

木島まゆみ

鈴木祥子

木島まゆみ

山本欣也

永井英貴

曵地七星

曵地七星

永井英貴

永井英貴

中島奈緒

中島奈緒

永井英貴
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日本で使用されている動物用ワクチン（ⅩⅩⅢ）
魚用ワクチンの概説
４　ぶりα溶血性連鎖球菌症ワクチン（不活化・混合不活化ワクチン）

日本獣医師会雑誌 第65巻第2号､p92～94（2012年）

備蓄用口蹄疫ワクチン等の選定～使用の流れについて

日本豚病研究会報、第58号、ｐ16-18（2011年）

日本の畜産における薬剤耐性菌の現状

臨床獣医、vol29、No.8、p10～16（2011年）

ワクチンの副作用

動物用ワクチンｰその理論と実際ｰ
平成23年10月31日　第１版発行、p46-47

ワクチンの品質管理

動物用ワクチンｰその理論と実際ｰ
平成23年10月31日　第１版発行、p48ｰ52

ワクチンの許認可制度

動物用ワクチンｰその理論と実際ｰ
平成23年10月31日　第１版発行、p53ｰ58

動物用ワクチン等の一覧

動物用ワクチンｰその理論と実際ｰ
平成23年10月31日　第１版発行、p309ｰ325

家畜由来細菌の薬剤耐性

呼吸器内科　20(6):514-520（2011年）

中村成幸

浅井鉄夫

川西路子

石丸雅敏

小澤真名緒

岩本聖子

中村成幸

中村成幸
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  (4) その他（口頭を含む）

氏名 講習会名等

獣医師って面白い：病理学徒と役人の観点から 堀内雅之 東京農工大学新入生オリエン
テーション教育講演
(H23.4.23)

動物用医薬品を巡る最近の動向と動物薬事行政 境　政人 千葉科学大学「動物臨床薬理
学」講義
(H23．5.11）

動物用医薬品の副作用報告の概要 岩本聖子 大阪府立大学大学院生命環境
化学研究科 獣医学専攻オープ
ンセミナー
(H23.6.24）

National veterinary assay laboratory
OIE collaborating centre for diagnosis and control of animal disease and
related veterinary product assessment in asia

曵地七星 Regional training workshop for
OIE national focal points on
veterinary products.
(H23.6.29）

Assessment of immunologicals - Approval procedures in Japan as an
example -

曵地七星 Regional training workshop for
OIE national focal points on
veterinary products.
(H23.6.30）

Distribution and use 中島奈緒 Regional training workshop for
OIE national focal points on
veterinary products.
(H23.6.29）

Fish vaccines in Japan 中島奈緒 Regional training workshop for
OIE national focal points on
veterinary products.
(H23.6.30）

豚における薬剤耐性菌の動向 浅井鉄夫 平成23年度豚疾病特殊講習会

(H23.6.29）

鶏における薬剤耐性菌の動向 浅井鉄夫 平成23年度鶏疾病特殊講習会

(H23.7.14）

JVARMにおける薬剤感受性調査結果

―これまでの調査成績の概要―
石原好仁 飼料の安全性に関する検討会

(H23．10.21）

Risk assessment and management of veterinary drugs 大石弘司 The APO Training Course on
Risk Analysis and Risk
Assessment for Food and
Agricultural Products.
(H23.7.23)

国内メーカーに期待することと、そのための対応 境　政人 動物医薬品協同組合 夏期研修
会
(H23.8.8)

最近の動物薬事を巡る情勢について 境　政人 一般財団法人化学及血清療法
研究所 家畜衛生講習会

（H23.8.9)

動物用医薬品の環境影響評価ガイドラインの解説書の紹介 小池良治
遠藤裕子
山本　篤

環境影響評価ガイドライン解説
書と動物用校正物質医薬品基
準等に係る説明会
（H23.9.21）

動物用医薬品のための残留試験法ガイドラインの改正について 小池良治
小池好子
水野安晴

環境影響評価ガイドライン解説
書と動物用校正物質医薬品基
準等に係る説明会
(H23．9.21)

ガイドラインの改正について 遠藤裕子 環境影響評価ガイドライン解説
書と動物用校正物質医薬品基
準等に係る説明会
(H23．9.21)

発表題名
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家きん疾病とワクチン 中村成幸 平成23年度種鶏孵卵衛生管理
技術研修会
(H23.10.12)

馬用の生物学的製剤の検定状況 荒尾　恵 馬感染症研究会研究部会
（H23.10.21）

サルモネラが分離された豚の病理組織学的研究 堀内雅之 芝浦食肉衛生検査所検査課業
務研修会
（H23.11.11)

Preparation of a VICH guidelines -the process from development to
adoption.

遠藤裕子 Contact meeting on wider
international harmonisation of
VICH guidelines
(H23.11.15)

獣医畜産事情 木島まゆみ 東京農工大学講義
(H23.12.1)

Regulations and approval procedures for veterinary drugs in Japan. 嶋崎洋子 平成23年度集団研修 食品安全
政策立案・管理
(H23．12.6)

狂犬病と我が国の動物用狂犬病ワクチンの現状 蒲生恒一郎 岩手県獣医師会狂犬病予防注
射指定獣医師等研修会
(H23.12.7)

動物用医療機器の製造販売申請の具体例について 小野寺陽一 第１回動物用医療機器製造販売
管理者講習会
(H23.12.7)

平成22年度厚生労働省食品の安心・安全確保推進研究事業「薬剤耐
性食中毒菌に係る解析技術の開発及びサーベイランスシステムの高度
化に関する研究」分担課題名：家畜由来腸内細菌の疫学的研究

浅井鉄夫 平成23年度厚生労働省食品の
安心・安全確保推進事業研究班
会議
(H24.1.19)

動物用医薬品の副作用報告の概要 岩本聖子 日本獣医内科学アカデミー／日
本獣医臨床病理学会2012年次

大会（JCVIM/JSVCP2012）
(H24.2.19)

Biosafety in National Veterinary Assay Laboratory 永井英貴 OIE Regional short-term training
on Veterinary Vaccine
Assessment
(H24.2.6)

動物用医薬品等の製造販売承認申請の手続について 原田麻希子 第32回動物用医薬品等製造販
売管理者講習会
(H24.2.21及び24）

動物用医薬品の環境影響評価について 小池良治
遠藤裕子
山本　篤

動物医薬品共同組合冬期研修
会
(H24.3.2)

Approval process for veterinary biological products in Japan. 小川　孝 Japan VMP Forum 2012
(H24.3.23)
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  (1) 国内

期　間 氏　名 所　　　　属 研　修　・見　学　内　容

H23.5.31～H23.6.2 尾坂　優之 動物検疫所
平成２３年度動物用医薬品危機管理
対策研修

H23.8.8～H23.8.12 中川　佳香 東京農工大学
動物医薬品検査所における検査業
務について

H23.8.8～H23.8.12
篠原　祐太 東京農工大学

動物医薬品検査所における検査業
務について

H23.8.10～H23.8.12
田村　美穂 東京農工大学

動物医薬品検査所における検査業
務について

H23.9.5～H23.9.9
菊地　原陽 東京農工大学

動物医薬品検査所における検査業
務について

H23.9.5～H23.9.9
川本　欽也 鳥取大学

動物医薬品検査所における検査業
務について

H23.10.5～H23.10.14 戸田　秀明 株式会社　科学飼料研究所 ウイルス含有量試験について

H23.9.26～H23.9.28 高橋　弘康 北海道上川家畜保健衛生所
牛由来サルモネラの薬剤感受性試
験

H23.11.14～H23.11.17 中村　雅子 東京都芝浦食肉衛生検査所
豚丹毒の血清型別試験及び薬剤感
受性試験

H23.11.14～H23.11.17 杉山　恵美 東京都芝浦食肉衛生検査所
豚丹毒の血清型別試験及び薬剤感
受性試験

H24.3.12～H24.3.16 高安　真理子 岩手大学
牛血漿中のメトクロプラミドの分
析方法について

H24.3.22～H24.3.23、
H24.3.29

近藤　実紀 株式会社　食環境衛生研究所 迷入ウイルス否定試験について

H24.3.22～H24.3.23、
H24.3.29

山本　賢修 株式会社　食環境衛生研究所 迷入ウイルス否定試験について

H24.3.22～H24.3.23、
H24.3.29

山本　竜司 ファイザー・ファーマ株式会社 迷入ウイルス否定試験について

計

11. 平成23年度技術研修

14名
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  (1) 国内

期　間 研修　・見学内容

H23.10.4 施設見学

H23.10.26～H23.10.28 職場体験

H24.2.20 施設見学

H24.2.27 施設見学

H24.3.12 施設見学

計

  (2) 国外

期　間 研修　・見学内容

H23.9.6 施設見学

計

12. 平成23年度見学（主なもの、視察を含む）

41名

6名

所 属 ・　人　数

日本獣医生命科学大学１年次生　21名

国分寺市立第一中学校２年生　５名

北里大学３年次生　３名

岐阜大学５年次生　２名

インターン学生他　１０名

JICA集団研修「獣医技術研究」コース研修員　６名

所 属 ・　人　数
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